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纏 重 篇 卑
大学病院 トイツテモ 病院ニョツテ事情ハ異ナルデアμウガ 多クノ問題ヲ抱エテイル.時 々
ハ 思イ出シテミルコトモ必要デアロウ.今更 イウモ古メカシイ位デアルガ 看護婦ガ少ナイ,
ソノタメニ 診療モ入院患者モ制限セラレル.看 護婦ノ少ナイノハ ソノ修業ヤ勤務ガ激シイノ
ニ 社会的地位ヤ待遇ガ不充分デアリ 更二遡 レバ 養戎施設ガ貧弱デアル.コ ノタメー 患者
ヤ医療関係者ハ ドレダケ困ツテイルコトカ.原 因ガドコニアルカヲ考エネバナラヌ
医療従事者 ト事務系統者トノ関係ニツイテハ 昔ハ両者ガーツノ目的二向ツテ密湊二協凋シテ
イタノ幽 近頃ハ ソノ間ガ離レテ来タヨウダ.医寮従事者ハ従来通 リニ診療ヤ研究ヲ第一二考
エテイルガ 事務系統者ハ 全部 トハイワヌガ 病院ヲ役所ノヨウー 自分ヲ役人ノヨゥニ考エ
テ 病院ガ 診療 研究 教育ノ場所デアル コトヲ 本当ニハ考エテイナイヨウダ。コレハ病院
二限ラズ 大学本部ニオイテモ 教宮側 ト事務官側 トハ 別々ノ意識 ノ下二動イテイルヨ.ウデァ
ル.次 二両者ノ数 トカ定員ニオイテ 医療従事者二比ペテ 琳務系統者ノ数ガ多過ギルヨウニ思
ワレル.コ ノ原因モ詳シク考エル必要ガアル.
イソターソ問題ハ遅々トシテ進マヌ.昨年 アレダケノ大騒ギガ起コツタ ノ;コ ノ1年間二
何ラノ改革モ行ナワレナカツタ 全ク 泥沼二足ヲ突込ソダヨウナ有様ダ.ド ウシタラヨイノカ.
関係諸方面デ 別々二意見ヲ述べテオラズニ ソレラノ代表者ガ膝 ヲ交エテ 時間 ヲカケテ 虚
心坦懐二話シ合ツテ ミタラドウカ.コ ノママデハ 医学教育ノタメニ不利デアリ イソターソ生
モ カワイソウダ
大学院ハ 入学拒否 トイウ事態二至ツタ 元来 コノ制度ハ非常二不備ナ条件デ出発シテイル
ノデ 問題ガ起コルノハ当然デアル.院 生ノ生活費ノ問 題ハ 数年前二京大デ開カレタ学術会議
ノ 大学院問題二関スル公聴会デ 最モ強ク 院生側カラ訴エラレタノヨ ソノ後モ全ク放置サ
レティル。コレハ 無給医局員ノ問題 ト相通ズル.イ ンターソ 大学院 無給医局員ノコトハー
連ノ問題 トシテ 対策ヲ立テネパナラヌ.単 二論議スルダケデハナク 実効ヲ挙ゲルヨウニセネ
!・ナフヌ
結局ハ 当路ノ役人 大学関係者ガ 事ナカレ主義 保身主義デハナク 勇気ヲ以テ 本気デ
ャル気ガアルカ ドウカデアル(昭 和41年4月)




3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
L原 稿の種類は綜説,原 著,臨床報告,そ の他.寄稿者は会員に隈る.
2.原 稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3.原 稿は横書き,当用漢字,平 仮名,新仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400
字詰原稿用紙を用いること.附表,附 図はなるべ く欧文にすること。
4.文 献の書式は次の如 くする.著者名:誌 名,巻数:頁 数,年 次.
例・1)中野:泌 尿紀要,1:110,昭30,2)Lazarus,」.A.J.UroL,45:527,1941.
5.欧 文抄録を記し,之には欧文の標題,所属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な るぺくタィ
ブライターを用いること.希望の場合は当編集部にて練訳する.抄録用の原稿を送ること.疎訳
の実費は申受ける.




8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書 留優,
